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女 ２ ２ １
※（　）内は、留学生
１．今回この研修プログラムに参加できてよかっ
たことはなんですか。
　この質問に関しては、大きく分けて「政治を越
えた多くの学生達との交流」「自国と他国の福祉
についての知識の獲得」「異文化体験」が記述さ
れていた。尖閣諸島問題、竹島問題を背景に、日
本と中国、韓国の政治的軋轢が強まるなか、若干
の不安を抱えつつ実施したプログラムであった
が、学生たちは節度を持って交流を深め、政治や
イデオロギーを超えて、ひとりの人間としてお互
いを理解し合うという貴重な体験を積んでくれた
ようである。ある学生は、次のように感想を述べ
ている。
　「初めての韓国での研修で不安もありました
が、現地の学生さんの優しさに触れることができ
ました。」
２．今回のプログラムを通して成長したこと、自
分の向上したことはなんですか。
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　多くの学生が「積極性」、「聞く力」、「伝える
力」などの「コミュニケーション能力」や「忍耐
力」が向上したと感じていた。また、「集中力」
や「福祉に対する興味関心」が向上したという学
生もいた。
　学生たちがこのように感じた背景には、今回の
プログラム全体がグループワークによって実施さ
れ、言語、文化が異なる人々が集まり、学びを深
めるという形式の影響が大きかったと考えられ
る。言葉が自由でないゆえに、何とかして伝えよ
うとする姿は、ワークショップ中にもしばしば見
受けられた。次の学生の感想は、彼らがどのよう
な気持ちでメンバーと向き合っていたのかをよく
表している。そして、この経験が一歩先に進みた
いという積極的な気持ちへと結びついているよう
である。
　「国際交流をする上で、言葉はもちろん大事で
あるが、それ以上に相手を思いやる気持ち、理解
しようとする気持ちが必要だと学べた。これから
その考えを大事にし、円滑に言葉の壁を越えて
色々な国の人と触れ合ってみたいと思えるように
なった。」
３．今回のプログラムの中で印象に残ることはな
んですか。
　ここでは、「グループ学習」「マインドマップⅳ」
「施設見学」「まちの活性化」「国による福祉の考え
方の違い」「日中韓の学生の考え方、価値観の違
いへの気付き」「ノンバーバルなコミュニケーショ
ン」「協力」「韓国学生の頼もしさ」などが挙げら
れた。
　先にも述べたように、このプログラムは、韓国
の福祉についてレクチャーを受けた後、施設見学
を経て、マインドマップという手法を用いて、そ
の成果と課題をまとめる作業を行ったものであ
る。その作業は、大邱大学で日本語を学ぶ学生の
サポートによって、主に日本語で展開されたた
め、日本語や英語を駆使してコミュニケーション
を図る韓国人学生がまぶしく映り、このような感
想が出たものと思われる。また、社会福祉を学ん
でいる韓国の学生の中に、聴覚障害がある学生が
１名参加しており、手話でやり取りをしていた。
「ノンバーバルなコミュニケーション」という点
で、学生たちには大きなインパクトがあったので
はないだろうか。
　また、大邱大学メンバーのうち２名の男子学生
が兵役を経験しており、彼らは見事なリーダー
シップをとっていた。韓国学生が頼もしく感じら
れた背景には、このような経験値の差もあるもの
と考える。ある学生は、次のように自分たちの課
題を捉えていた。
　「プログラムを行っていく中で、韓国の学生が
リードして進めてくれて、楽しいと思ったと同時
に、私たち日本の学生に力不足を感じた。」
４．マインドマップ形式による考えをまとめるの
に役立ちましたか。
　マインドマップとは、英国のトニー・ブザンが
提唱する、思考の表現方法である。頭の中で考え
ていることを図式化し、脳内に近い形に描き出す
ことで、記憶の整理や発想をしやすくするもので
ある。中心となるキーワードから関連する言葉や
イメージを繋いでいくことで、考えをまとめた
り、複雑な問題の解決策を見いだすことが容易に
なると言われている。学生たちの感想も、概ねこ
の評価に則したものであった。ひとりひとりの考
え方や、価値観の違いも、図式化することによっ
て容易に認識できたようである。ただ、「韓国の
学生がマインドマップについて慣れていないため
に苦労した」という感想や、「作成時に大切なポ
イントが聴き取れず、申し訳なかった」という感
想もあり、これらは今後の課題である。
５．ワールドカフェ形式Ⅴによる発表・質疑応答
は役に立ちましたか。
　今回最終日の発表は、それぞれのグループの
テーマに沿って描き上げたマインドマップについ
て、各テーブルでグループの代表者が、入れ替わ
る他のグループのメンバーに説明をするワールド
カフェ形式で行った。一定時間ごとに、説明を聞
くメンバーが入れ替わり、説明の後にはその場で
質疑応答を行った。
　学生たちは、「さまざまな質問がされて、すぐ
に応答できるのが良い」「質問者と応答者のやり
とりを身近に聞けるので良かった」「資料を見な
がら発表を聞けて頭に入りやすかった」「他の班
の人からの評価を糧に改良できる」などの感想が
見られた。また、「一つのグループに人数が多
かったので、もう少し分けた方がよかった」とい
う指摘もあったが、概ねグループ学習の成果を深
め、分かち合うためには良い方法であったと言え
る。
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６．次回のプログラム進行において、改善点があ
りましたら、お考えを書いてください。
　学生からは、大学側への要望として「もっと早
い時期の実施」「学びの内容と学生の興味のマッ
チングをしっかり行う」「話し合いの時間をもっ
ととる」「一日のスケジュールを事前に配布して
ほしい」「電気製品がきちんと使えるような配慮」
等が挙げられた。自らの課題としては、「韓国語
をもっと学んで参加する」というものであった。
　学生たちの指摘にもあるように、今回のプログ
ラムを実施する大学側が、日中韓の大学間の連絡
調整や学生との調整に手間取ったことは事実であ
る。マンパワーの問題と言ってしまえばそこまで
であるが、学生にとっても貴重な海外体験をより
有意義なものとできるように、実施主体として事
前の準備を十分に行う必要があった。これは、今
後の課題である。
７．総括
　学生たちの振り返りから今回の大邱大学での研
修を通して、言語の異なる同年代の学生達と出会
い交流がしたことが、学生たちの小さな達成感や
成功体験となり、自分を成長させてくれる経験と
してとらえていることがわかる。
　とりわけ⑨の感想は、「今まで見えていなかっ
たものに気付くことができた」「自分の世界が広
がった」「勉強も人間関係もこの短期間で大きく
成長できた」と書かれ、学習者としての大きな自
己成長を振り返る内容となっている。
　また⑦の感想では、しっかりと自己の振り返り
をした結果、「勉強不足であった」という気付き
があり、日本では今回韓国でお世話いただいた以
上のことを目指したいという、未来志向的振り返
りとなっている。以下、すべてのメンバーの振り
返りである。
①「日中韓短期研修プログラムに参加して、今ま
で知らなかった韓国の福祉について知ることが
できてよかった。」
②「とても良い経験ができた。このプログラムは
２月にとても大きく、素晴らしいものになると
思います。」
③「台風により大変であったが、あっというまに
貴重な体験は終わってしまいました。勉強でき
ました。」
④「今回の研修プログラムに参加して、福祉の
様々な知識がみについた。」
⑤「今回のプログラムに参加して、国際的な知識
が身につき、異なる文化や社会背景を持つ方々
との交流によって、これまでより広い視野で物
事を見ることができ、人間として成長できたと
思います。」
⑥「今回の日本と韓国の学生が一緒に行う研修は
とても良い経験になった。同じ福祉でも考え方
の違いがあってとてもおもしろかった。また機
会があれば参加したいと思った。」
⑦「今回のプログラムに参加して、普段は味わえ
ないことをたくさん経験できました。その反
面、自分達の勉強不足を感じました。次回はま
とめという事で私達にいろいろ楽しいことをさ
せてくれた以上の招待をできるように計画に積
極的に参加していきたいです。」
⑧「今回は約一週間の短い研究でしたが毎日がと
ても濃くて、楽しく学ぶことができたので引率
してくださった先生方はじめ、さまざまな面で
サポートしてくださった方々に感謝したいで
す。」
⑨「今回の研修に参加でき、本当に良かった。今
まで見えていなかったものに気付くことがで
き、自分の世界が広がったと思う。勉強も人間
関係もこの短期間で大きく成長できた。次回も
このようなプログラムができるように準備して
いきたい。」
⑩「３日程度の学習だったが、各国の福祉につい
てよく学べたし、学生同士の触れ合いが何より
も楽しく、有意義なものだった。来年の２月に
話し合いがうまくいくよう韓国語にも力を入れ
たいと思う。」
⑪「今回の研修プログラムでたくさんのことを学
ぶことができました。人のつながりは大切で、
たくさんの友達をつくることもできました。参
加できて本当に良かったです。」
⑫「あまり自分の意見をはっきり言うことができ
なかったので、今後スムーズに自分の意見が言
えることを目標に頑張りたいと思います。」
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⑬「日中韓短期研修プログラムに参加して、今ま
で知らなかった韓国の福祉について知ることが
できてよかった。普段関わることが出来ない大
邱大学の学生と交流できたことは、今回の研修
においてとてもいい思い出だと思う。研修が終
わっても互いに連絡をとりあえたらいいなと思
う。」
第３章　日中韓の大学生による共同体験学習の意
義と課題
　今回は、日中間では尖閣諸島問題、日韓間では
竹島問題により、中韓両国と日本の政治的関係が
非常に大きな課題を抱え、ともすれば民族的対立
になりかねない状況のなかで、日本、中国、韓国
という東アジアに位置する国の大学で学生たちが
直に出会い、同じグループのメンバーとして共同
体験学習を実施したが、人は直接出会うことで、
お互いを理解し合うことが出来ると、改めて感じ
させられることとなった。そして、学生たちの感
想の中にも、３カ国の平和で友好的な未来への関
係づくりに希望的観測をもつ記述が多くみられた。
　近年、産業界からの強い要請でグローバル人材
の育成が進められ、平成24年度から文部科学省が
新たに国際推進課事業として進めている「グロー
バル人材育成推進事業」（以下、Ｇ30プラス」）に
採択された大学以外の大学においても、単位認定
を伴う長短期の留学、海外体験学習プログラム、
国内留学生との交流プログラム等を実施しグロー
バルに活躍できる人材の養成の一翼を担ってい
る。当然ながら、そこには少なからぬ費用と、教
員・学生双方に、相当の物理的・精神的相負担が
生じる。このプログラムには、その負担に見合
う、あるいはそれ以上の教育的効果は認められる
のだろうか。
　これまで教育的効果の肯定的側面については、
学習言語の運用能力や学習意欲の向上、異文化へ
の適応力の向上、滞在国および滞在国民へのイ
メージの改善、日本人としての意識の再確認が挙
げられ、他者との共同作業を伴う協働型プログラ
ムは、社会人基礎力ⅵとの親和性が高いという報
告があるⅶ。今回本学が実施した「日中韓東アジ
ア型福祉研究プロジェクト・スタディツアー」
は、他者との共同作業を伴う協働型プログラムに
あたり、社会人基礎力の向上が期待されるところ
である。実際日本人学生の振り返りシートの記述
内容からは、おおむねこれまでの研究報告と同じ
ような成果がみられた。
　一方、教育効果の否定的側面については、研修
中の怪我、事故、人間関係上のトラブルが考えら
れるⅷ。振り返りシートには出てきていないが、
実は今回の研修中にも学生間のトラブルがあり、
それを引きずったまま研修が終わっている。
　参加の動機の違い、慣れない集団生活や天候な
どで学生たちがストレスを高め、普段では考えら
れないような事態が起こることは十分に予想され
る。引率する教員の目の届かないところで問題が
おきる場合もあり、募集をかける段階や事前学習
の段階での十分な説明と学生の個性にあった教育
的アプローチが必要であろう。
　表２の芦沢作成による異文化理解バリュー・
ルーブリックⅸに沿って、日本人学生の振り返り
シートの記述内容および彼らの言動を観察した結
果を踏まえて、今回の大邱大学での共同学習プロ
グラムの全体的な評価を行うと、表３のようなレ
ベルに達するものと判断した。
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表２　異文化理解バリュー・ルーブリック
４．Capstone
　　（目標水準）
３．Milestone
　　（発展段階）
２．Milestone
　　（基礎段階）
１．Benchmark
　　（基盤１）
文化的自己理解
自己の持つ文化的規
範や偏見についても
客観的に分析する能
力があり、周囲の文
化的偏見に対しても
自己規制を含めた対
処をすることができ
る。
文化規範や偏見につ
いて意識を新たにす
る段階：文化的差異
に直面しても差異を
尊重することができ
る。
自己の文化的規範や
偏見について意識で
きる段階：他の文化
より自己の文化を尊
重する傾向がある。
自己の文化規範や偏
見について、限定的
な認識を持つ段階：
異なる文化との差異
について的確な対応
ができず、困惑する
状況。
文化的世界観
異なる文化につい
て、歴史、価値観、
政治、コミュニケー
ション形態、信条な
どの複雑な観点をも
とに深い理解をする
ことができる。
異なる文化につい
て、歴史、価値観、
政治、コミュニケー
ション形態、信条な
どの観点から適切な
理解をすることがで
きる。
異なる文化につい
て、歴史、価値観、
政治、コミュニケー
ション形態、信条な
どの複雑な観点につ
いて限定的な理解を
することができる。
異なる文化につい
て、表面的なレベル
の理解があり、歴
史、価値観、政治、
コミュニケーション
形態、信条などの限
定的な理解をするこ
とができる。
異文化理解力
複数の世界観を理解
し、別の状況に適合
する能力を発揮する
ことを通じて、異な
る文化集団の人々に
対して、現実的な問
題設定の中でも理解
ある行動様式をもつ
ことができる。
異なる世界観の存在
を知的かつ感情的な
側面で理解すること
ができ、他者との交
流・折衝において異
なる世界観に基づい
た行動様式を持つ場
合がある。
他の文化に基づく概
念が存在することを
認識してはいるが、
基本的には自分の世
界観からのみ判断を
おこなう。
他者の経験から学ぼ
うとはしているが、
自己の文化的価値観
からしか思考するこ
とができない。
コミュニケーション
能力
文化的差異にかかわ
らず言語的かつ非言
語的なコミュニケー
ション形式に理解を
持ち、この理解力を
もとに的確に交渉す
る能力を有する。
言語的かつ非言語的
なコミュニケーショ
ンにおいて、文化的
な差異を認識したう
えで、差異を前提と
した共通理解を作り
出す努力をすること
ができる。
言語的かつ非言語的
なコミュニケーショ
ンにおいて、文化的
差異を部分的に認識
することができ、こ
の差異によって誤解
が生じうることを理
解しているが、共通
理解を作り出す行動
を取ることができない。
言語的かつ非言語的
なコミュニケーショ
ンにおいて、文化的
差異について最低限
度の理解をもつこと
ができるが、共通理
解を作り出す努力を
することはできない。
知的好奇心
異なる文化の背景事
情について複雑な水
準の疑問を設定する
力があり、その疑問
に対する答えを多文
化理解の観点で解釈
する能力を持つ。
異なる文化に関して
深い水準の疑問を投
げ、答えを見出すた
めの行動をとること
ができる。
他の文化に対して、
単純で表面的な疑問
を問いかけることが
できる。
他の文化を学ぼうと
いう最低限度の姿勢
がみられる。
文化的受容力
異なる文化的背景を
持つ人々との交流・
折衝を主導し発展さ
せる能力を有する。
異なる文化の人々と
の交流・折衝におい
て自己の判断を絶対
視せず、判断を留保
することができる。
異なる文化的背景を
持つ人々との交流・
折衝することに取り
組み始める段階。自
己の判断を絶対視せ
ず、判断を留保する
傾向が出始める。
異なる文化的背景を
持つ人々との交流・
折衝において、相手
に対する受容性を見
せ始める。自己の価
値基準による判断を
留保することが困難
な段階であるが、自
己の判断基準を変え
る用意がある。
異なる文化的背景を
持つ人々との交流・
折衝において受け身
の姿勢を持つ段階。
自己の判断基準にも
とづく判断を留保す
ることが困難な段階
である。自分の判断
基準そのものについ
ての自覚がない。
出典：芦沢真五　連載「国際プログラムの学習成果分析とＥポートフォリオ」第１回
「海外体験学習の質的評価の将来像」Ｐ.５
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表３　日中韓の大学生による大邱大学共同体験学習による日本人学生到達レベル
評価項目
レベル
到　　達　　状　　況
文化的自己理解
レベル３
文化規範や偏見について意識を新たにする段階：文化的差異に直面しても差異を尊
重することができる。
文化的世界観
レベル１～２
異なる文化について、表面的なレベルの理解があり、歴史、価値観、政治、コミュ
ニケーション形態、信条などの限定的な理解をすることができる。
異文化理解力
レベル３
異なる世界観の存在を知的かつ感情的な側面で理解することができ、他者との交
流・折衝において異なる世界観に基づいた行動様式を持つ場合がある。
コミュニケーション能力
レベル３
言語的かつ非言語的なコミュニケーションにおいて、文化的な差異を認識したうえ
で、差異を前提とした共通理解を作り出す努力をすることができる。
知的好奇心
レベル３
異なる文化に関して深い水準の疑問を投げ、答えを見出すための行動をとることが
できる。
文化的受容力
レベル３
異なる文化的背景を持つ人々との交流・折衝することに取り組み始める段階。自己
の判断を絶対視せず、判断を留保する傾向が出始める。
　今回の研修では、福祉以外の学科の学生にとっ
て福祉をメインにした学びが新鮮だったこと、学
年が多岐にわたっていたこと、主たる言語が日本
語だったこと、イメージマップやワールドカフェ
といった対話を促進する手法を用いたこと等に
よって、学生たちの学びが深まったのではないだ
ろうか。ただ、文化的世界観については、学生た
ちがこれまでの学校教育のなかで、それぞれの国
に関して受けてきた教育内容に大きな隔たりがあ
るがゆえに、低いレベルにとどまっているように
思う。日本について、相手国ではどのような歴史
観に基づいて教育がなされているのかを、事前教
育のなかでしっかりと考えさせる機会を作ること
が重要ではないだろうか。
　また、大学側に対して学生から出された「もっ
と早い時期の実施」「学びの内容と学生の興味の
マッチングをしっかり行う」「話し合いの時間を
もっととる」「一日のスケジュールを事前に配布
してほしい」「電気製品がきちんと使えるような
配慮」等の課題に対しては、実施主体として事前
の準備を十分に行い、海外体験学習が学生のキャ
リア形成のなかで有効なプロセスの一つとなるよ
うに努めなければならない。
終わりに
　これからの日本は、外国と日本を実際に行き来
しながら活躍するグローバル人材と、日本のロー
カルな地域で世界とつながりつつ、過疎化や高齢
化を乗り越える地域づくりをおこなえるようなグ
ローバル人材が必要とされよう。その意味では、
本学のような小規模校が実施する海外体験学習
は、地域の活性化や地域のイノベーションで良い
成果をあげられる学生を育てるために重要であ
り、到達目標の設定とそれにふさわしいプログラ
ムを作るだけではなく、学生自身が自己の成長を
数値化し、可視化できるようなツールも用いて、
大学側としては、近年実施しているPROGテストⅹ
の評価とも連動させながら、客観性を伴う評価を
行える、事前事後評価フレームをしっかりと作り
上げる必要があろう。
 
ⅰ 今里拓哉「人材育成におけるスタディツアー
（海外体験学習）の役割－10年に及ぶスタディ
ツアー事業の事後評価－」特定非営利活動法人
アジアボランティアセンター
www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shimin/oda_
ngo/shien/.../18_02.pdf　2013.12.26
ⅱ 関東学院大学が、2002年から2008年まで韓国や
中国の大学で、日本語をベースとした異文化共
同学習を実施している。
http://hougaku.kanto-gakuin.ac.jp/modules/
campus7/index.php?id=182
ⅲ 芦沢真五　「海外体験学習の質的評価の将来
像」
ウェブマガジン「留学交流」2012年11月号Vol.20
http://www.jasso.go.jp/about/documents/
ashizawashingo.pdf
ⅳ 英国のトニー・ブザンが提唱する、思考の表現
方法。ブザン・オーガナイゼーション・リミテッ
ド社が商標登録している。頭の中で考えている
ことを脳内に近い形に描き出すことで、記憶の
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整理や発想をしやすくするもの。中心となる
キーワードから関連する言葉やイメージを繋い
でいくことで、考えをまとめたり、複雑な問題
の解決策を見いだすことが容易になる。コミュ
ニケーションや企画力、精神力などのトレーニ
ングとして教育現場やビジネスで広く使われて
おり、マインドマップ用の手帳やソフトウェア
も市販されている。
Ⅴ Juanita Brown（アニータ・ブラウン）と
David Isaacs（デイビッド・アイザックス）に
よって、1995年に開発・提唱された。リラック
スした雰囲気の中、少人数に分けたテーブルで
自由な対話を行い、ときどき他のテーブルのメ
ンバーとシャッフルして対話を続けながら、参
加する全員の意見や知識を集めることのできる
会議手法の一つである。
ⅵ「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで
働く力」の３つの能力（12の能力要素）から構
成されており、「職場や地域社会で多様な人々
と仕事をしていくために必要な基礎的な力」と
して、経済産業省が2006年から提唱している。
企業や若者を取り巻く環境変化により、「基礎
学力」「専門知識」に加え、それらをうまく活
用していくための「社会人基礎力」を意識的に
育成していくことが求められている。
ⅶ 工藤和宏　「短期海外研修プログラムの教育的
効果とは－再考と提言－」
ウェブマガジン「留学交流」2011年12月号Vol.９
http://www.jasso.go.jp/about/documents/
kazuhirokudo.pdf
ⅷ 工藤和宏　「短期海外研修プログラムの教育的
効果とは－再考と提言－」
ウェブマガジン「留学交流」2011年12月号Vol.９
http://www.jasso.go.jp/about/documents/
kazuhirokudo.pdf
ⅸ 芦沢真五　「海外体験学習の質的評価の将来
像」
ウェブマガジン「留学交流」2012年11月号Vol.20
P.５
http://www.jasso.go.jp/about/documents/
ashizawashingo.pdf
ⅹ 大手学習塾学校法人河合塾と株式会社リア
セックが、ジェネリックスキル指標、すなわち
社会で生きて行くために必要な知識活用能力指
標に基づき、共同で開発したジェネリックスキ
ル度を計るテスト。これは学生を評価するもの
ではなく、「社会で通用する社会人」になるこ
とを目的に、自分の強みと弱みを学生自身が把
握するためのものである。コンピテンシー力と
リテラシー力を構成するさまざまな要素のどの
部分が不足しているかを客観的に見る事ができ
る。
